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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期
第３四半期
累計期間

第36期
第３四半期
累計期間

第35期

会計期間

自平成23年
３月１日
至平成23年
11月30日

自平成24年
３月１日
至平成24年
11月30日

自平成23年
３月１日
至平成24年
２月29日

売上高（百万円） 213,946 206,679 281,926

経常利益（百万円） 13,136 12,113 16,022

四半期（当期）純利益（百万円） 7,474 6,417 9,299

持分法を適用した場合の投資利益

（百万円）
－ － －

資本金（百万円） 17,658 17,658 17,658

発行済株式総数（千株） 34,682 34,682 34,682

純資産額（百万円） 74,289 81,894 76,370

総資産額（百万円） 246,218 256,195 242,283

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
232.73 185.45 284.10

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
215.71 184.95 268.32

１株当たり配当額（円） 14.0 16.0 28.0

自己資本比率（％） 30.2 32.0 31.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
3,343 7,845 6,428

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△13,017 △10,146 △16,597

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
6,668 2,944 6,687

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
3,170 3,339 2,695

　

回次
第35期
第３四半期
会計期間

第36期
第３四半期
会計期間

会計期間

自平成23年
９月１日
至平成23年
11月30日

自平成24年
９月１日
至平成24年
11月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
41.44 49.62

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績の状況

当第３四半期累計期間におけるホームセンター業界では、前年の震災後の需要急増の反動等から売上が伸び悩

んでいるほか秋の到来の遅れから季節商品の出足も低調でありました。その後も消費者の節約志向の強まりなど

から売上の低迷が続いており、個人消費の先行きも一層厳しさを増すことが懸念される状況となっております。

この様な状況のもと、当第３四半期累計期間にホームセンター３店舗（東京都、徳島県、高知県）、プロを５店

舗（神奈川県、滋賀県、大阪府、奈良県、和歌山県）出店し、１１月末現在の店舗数は２７６店舗（うち、プロ３５

店舗、ホームストック５８店舗）となりました。（前期までは、レギュラー店とプロ店の併設店舗を１店舗として

まとめて記載しておりましたが、当四半期累計期間より分けて記載することとしたため、前期末時点での店舗数

が１９店舗増加しております。なお、売上高等の計数に影響はありません。）

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は206,679百万円（前年同四半期比3.4%減）となりました。商品部門

別では、工具、塗料・作業用品などのホームインプルーブメント部門は高い伸びとなりましたが、電材・照明及び

家電関連、サイクル・レジャー等が低調に推移しました。

売上総利益率は36.4%と前年同四半期比1.1ポイント向上しましたが、売上高が減少したことにより、売上総利

益は75,311百万円（前年同四半期比0.4%減）となりました。営業収入は9,785百万円（前年同四半期比2.9%増）

となりましたが、店舗数の増加に伴う賃借料、減価償却費などの費用の増加により、販売費及び一般管理費が

71,634百万円（前年同四半期比2.4%増）と増加したため、営業利益は13,463百万円（前年同四半期比11.2%減）

と減少しました。

経常利益は、為替差損が減少しましたが、営業利益の減少が響き、12,113百万円（前年同四半期比7.8%減）と減

少しました。また、四半期純利益は、前年同四半期に特別損失に計上していた資産除去債務会計基準の適用に伴う

影響額547百万円がなくなったものの、減損損失525百万円を計上したため6,417百万円（前年同四半期比14.1%

減）と減益となりました。

（財政状態の変動状況）

当第３四半期会計期間末の総資産は前期末より13,911百万円増加し、256,195百万円となりました。有形固定資

産が5,314百万円、差入保証金が1,590百万円、商品及び製品が5,244百万円増加したことなどによります。

当第３四半期会計期間末の純資産は81,894百万円で、自己資本比率は前期末より0.5ポイント向上し32.0%とな

りました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前期末に比べ643百万円増加し、3,339百万円となり

ました。

当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益が11,651百万円となった他、仕入債務の増加額

3,619百万円などの収入がありましたが、たな卸資産の増加額5,294百万円及び法人税等の支払額7,957百万円

などの支出により、7,845百万円の収入（前年同四半期比134.7%増）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、新規出店等に伴う有形固定資産の取得による支出7,880百万円及び

差入保証金の差入による支出2,579百万円などにより、10,146百万円の支出（前年同四半期比22.1%減）となり

ました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の純増加額4,373百万円及びセール・アンド・割賦バックに

よる収入1,522百万円などの収入がありましたが、割賦債務の返済による支出1,292百万円及び配当金の支払額

1,016百万円などの支出により、2,944百万円の収入（前年同四半期比55.8%減）となりました。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年１月11日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 34,682,113 34,682,113
東京・大阪証券取引所

市場第一部

単元株式数は100

株であります。

計 34,682,113 34,682,113 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

平成24年９月１日～

平成24年11月30日
－ 34,682,113 － 17,658 － 17,893

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成24年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 　80,200 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 　34,514,700 345,147 同上

単元未満株式 普通株式　　 　87,213 － －

発行済株式総数 34,682,113 － －

総株主の議決権 － 345,147 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,400株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数14個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成24年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

コーナン商事株式会社
堺市西区鳳東町４丁401番

地１
80,200 － 80,200 0.23

計 － 80,200 － 80,200 0.23

（注）上記のほか株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が165株あります。

なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の株式数に100株、「単元未満株式」の

株式数に65株を含めております。
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第３項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成24年９月１日から平成24年

11月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年３月１日から平成24年11月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四

半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　 0.1％

売上高基準　　 0.0％

利益基準　　　 0.5％

利益剰余金基準 0.4％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：百万円）

前事業年度
(平成24年２月29日)

当第３四半期会計期間
(平成24年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,714 3,357

売掛金 3,041 3,852

商品及び製品 62,147 67,391

原材料及び貯蔵品 461 511

繰延税金資産 1,778 1,499

その他 5,169 6,262

貸倒引当金 △114 △143

流動資産合計 75,198 82,732

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 68,775 68,636

土地 29,055 29,260

建設仮勘定 576 2,798

その他（純額） 14,030 17,056

有形固定資産合計 112,437 117,752

無形固定資産 5,117 4,980

投資その他の資産

投資有価証券 1,680 1,708

差入保証金 44,372 45,963

その他 3,514 3,159

貸倒引当金 △38 △101

投資その他の資産合計 49,529 50,729

固定資産合計 167,084 173,462

資産合計 242,283 256,195

負債の部

流動負債

買掛金 20,181 23,801

短期借入金 8,000 12,500

1年内返済予定の長期借入金 32,993 31,709

1年内償還予定の社債 625 625

未払法人税等 4,540 1,643

賞与引当金 1,222 1,849

役員賞与引当金 162 112

店舗閉鎖損失引当金 442 426

為替予約 316 26

その他 9,510 9,765

流動負債合計 77,994 82,459
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（単位：百万円）

前事業年度
(平成24年２月29日)

当第３四半期会計期間
(平成24年11月30日)

固定負債

社債 1,406 937

長期借入金 59,156 60,312

資産除去債務 1,724 1,816

繰延税金負債 782 667

受入保証金 14,348 14,244

その他 10,500 13,861

固定負債合計 87,918 91,840

負債合計 165,913 174,300

純資産の部

株主資本

資本金 17,658 17,658

資本剰余金 17,917 17,917

利益剰余金 41,067 46,446

自己株式 △114 △114

株主資本合計 76,529 81,908

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 28 2

繰延ヘッジ損益 △187 △16

評価・換算差額等合計 △159 △13

純資産合計 76,370 81,894

負債純資産合計 242,283 256,195
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年11月30日)

売上高 213,946 206,679

売上原価 138,330 131,367

売上総利益 75,616 75,311

営業収入 9,506 9,785

販売費及び一般管理費 69,953 71,634

営業利益 15,169 13,463

営業外収益

受取利息 110 103

受取配当金 38 31

為替差益 － 49

匿名組合投資利益 60 68

その他 141 184

営業外収益合計 351 437

営業外費用

支払利息 1,748 1,576

為替差損 490 －

その他 145 209

営業外費用合計 2,384 1,786

経常利益 13,136 12,113

特別利益

固定資産受贈益 416 －

受取保険金 142 －

受入保証金解約益 6 77

店舗閉鎖損失引当金戻入額 40 －

特別利益合計 605 77

特別損失

固定資産除却損 30 15

減損損失 － 525

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 547 －

災害による損失 79 －

特別損失合計 657 540

税引前四半期純利益 13,085 11,651

法人税、住民税及び事業税 5,823 5,174

法人税等調整額 △213 59

法人税等合計 5,610 5,233

四半期純利益 7,474 6,417
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 13,085 11,651

減価償却費 4,753 5,268

のれん償却額 124 124

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △71 △15

固定資産受贈益 △416 －

固定資産除却損 30 15

減損損失 － 525

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 547 －

受取利息及び受取配当金 △149 △134

支払利息 1,748 1,576

売上債権の増減額（△は増加） △911 △811

たな卸資産の増減額（△は増加） △11,984 △5,294

仕入債務の増減額（△は減少） 4,729 3,619

その他 831 774

小計 12,316 17,299

利息及び配当金の受取額 46 38

利息の支払額 △1,712 △1,535

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △7,306 △7,957

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,343 7,845

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △10,455 △7,880

差入保証金の差入による支出 △2,458 △2,579

差入保証金の回収による収入 1,172 1,085

預り保証金の受入による収入 176 412

預り保証金の返還による支出 △460 △500

その他 △990 △684

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,017 △10,146

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 18,000 61,500

短期借入金の返済による支出 △9,500 △57,000

長期借入れによる収入 21,000 24,500

長期借入金の返済による支出 △22,668 △24,626

リース債務の返済による支出 △160 △173

セール・アンド・割賦バックによる収入 2,033 1,522

割賦債務の返済による支出 △934 △1,292

社債の償還による支出 △313 △468

配当金の支払額 △785 △1,016

その他 △2 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 6,668 2,944
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（単位：百万円）

前第３四半期累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年11月30日)

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,006 643

現金及び現金同等物の期首残高 6,176 2,695

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,170

※1
 3,339
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【追加情報】

当第３四半期累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年11月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第２４号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第２４号　平成21年12月４日）を適用しております。

【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年11月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年11月30日現在） （平成24年11月30日現在）

現金及び預金勘定 3,189百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△18 

現金及び現金同等物 3,170 

　

現金及び預金勘定 3,357百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△18 

現金及び現金同等物 3,339 

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年11月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月26日

定時株主総会
普通株式 340 11.0平成23年２月28日平成23年５月27日利益剰余金

平成23年10月12日

取締役会
普通株式 460 14.0平成23年８月31日平成23年11月10日利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年11月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月24日

定時株主総会
普通株式 484 14.0平成24年２月29日平成24年５月25日利益剰余金

平成24年10月11日

取締役会
普通株式 553 16.0平成24年８月31日平成24年11月９日利益剰余金

（持分法損益等）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年11月30日）

当社は、小売及びこれに付随する事業を行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年11月30日）

当社は、小売及びこれに付随する事業を行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年11月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 232円73銭 185円45銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 7,474 6,417

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 7,474 6,417

普通株式の期中平均株式数（株） 32,115,520 34,601,837

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 215円71銭 184円95銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益調整額（百万円） 10 －

（うち支払利息（税額相当額控除後）

（百万円））
(10) (－)

普通株式増加数（株） 2,582,818 92,900

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

────── ──────

　

２【その他】

平成24年10月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………553百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………16円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年11月９日

（注）平成24年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

  平成25年１月９日

コーナン商事株式会社  

取締役会　御中   

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 目細　　実　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙﨑　充弘　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコーナン商事株式

会社の平成24年３月１日から平成25年２月28日までの第36期事業年度の第３四半期会計期間（平成24年９月１日から平

成24年11月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年３月１日から平成24年11月30日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、コーナン商事株式会社の平成24年11月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第３四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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